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今
回
も
、
本
会
に
寄
せ
ら
れ
た
議
会
運
営
に
関
す

る
最
近
の
照
会
に
つ
い
て
説
明
し
、
こ
れ
ら
に
関
す

る
見
解
を
述
べ
ま
す
。

な
お
、
文
中
意
見
に
わ
た
る
部
分
は
筆
者
の
個
人

的
見
解
で
あ
る
こ
と
を
予
め
お
断
り
し
て
お
き
ま
す
。

Q1　

議
場
の
閉
鎖
と
執
行
機
関
の
退
席
に
つ
い
て

　

議
員
の
任
期
満
了
に
伴
う
一
般
選
挙
後
の

議
会
（
臨
時
会
）
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
の

際
に
行
わ
れ
る
正
副
議
長
の
選
挙
に
お
い
て
、

執
行
機
関
が
議
場
か
ら
退
席
す
る
こ
と
が
予

定
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
執
行
機
関
の
議
場

へ
の
出
席
を
定
め
た
地
方
自
治
法
第
１
２
１
条

の
「
議
会
の
審
議
に
必
要
な
説
明
の
た
め
」
と

い
う
規
定
を
重
視
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ

り
、
議
会
も
執
行
機
関
の
対
応
に
理
解
を
示

し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
に
お
い
て
、
臨
時
議
長
が

議
長
選
挙
を
行
う
旨
の
宣
告
を
行
っ
た
後
に

議
場
の
閉
鎖
を
行
う
が
、
執
行
機
関
の
退
席

に
つ
い
て
執
行
機
関
は
、
臨
時
議
長
の
宣
告
の

後
に
退
席
す
る
こ
と
を
希
望
し
て
い
る
が
、
議

会
と
し
て
は
議
場
の
閉
鎖
と
い
う
観
点
か
ら
、

宣
告
前
の
退
席
を
求
め
て
い
る
。

　

仮
に
、
執
行
機
関
の
希
望
通
り
の
運
営
を

す
る
な
ら
ば
、
議
場
の
閉
鎖
に
つ
い
て
問
題
は

な
い
の
か
。

A1　

執
行
機
関
の
議
場
（
本
会
議
）
へ
の
出
席
は
、

地
方
自
治
法
第
１
２
１
条
に
基
づ
く
も
の
で
す
。
Q1

の
執
行
機
関
の
主
張
の
と
お
り
、
執
行
機
関
の
議
場

へ
の
出
席
は
、「
議
会
の
審
議
に
必
要
な
説
明
の
た

め
」
で
す
。
よ
っ
て
、
説
明
の
必
要
性
が
な
い
正
副

議
長
選
挙
に
出
席
し
な
い
と
い
う
主
張
に
つ
い
て
理

解
で
き
ま
す
。

し
か
し
、
議
員
の
中
に
は
本
会
議
が
開
か
れ
て
い

る
以
上
、
説
明
の
必
要
性
の
有
無
に
関
係
な
く
、
執

行
機
関
は
議
場
へ
の
出
席
を
す
る
べ
き
で
あ
り
、
欠

席
す
る
こ
と
は
議
会
軽
視
で
あ
る
と
主
張
す
る
こ
と

が
あ
る
た
め
、
執
行
機
関
が
配
慮
し
て
い
る
の
が
実

情
で
す
。

で
は
、議
場
閉
鎖
と
執
行
機
関
に
つ
い
て
で
す
が
、

Q1
の
よ
う
な
問
題
の
発
生
を
回
避
し
た
い
な
ら
ば
、

議
会
が
主
張
し
て
い
る
よ
う
に
、
臨
時
議
長
に
よ
る

議
長
選
挙
の
宣
告
と
そ
の
直
後
の
議
場
閉
鎖
の
前
に

退
席
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
執
行
機
関
の

主
張
に
対
応
す
る
場
合
、
議
場
閉
鎖
の
目
的
等
を
検

討
し
て
判
断
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

議
場
の
閉
鎖
の
目
的
は
、
会
議
規
則
（
第
27
条
）

に
規
定
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
投
票
に
参
加
す
る
議

員
の
数
を
確
定
さ
せ
、
選
挙
の
公
平
性
を
確
保
す
る

こ
と
が
目
的
で
す
。
し
た
が
っ
て
、
投
票
に
直
接
参

加
す
る
こ
と
が
な
い
執
行
機
関
の
職
員
に
つ
い
て

は
、
議
場
の
閉
鎖
に
つ
い
て
厳
格
に
解
す
る
必
要
性

は
、
議
員
に
比
べ
る
と
低
い
と
考
え
ま
す
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
執
行
機
関
の
退
席
に
つ
い
て

は
、
議
場
の
閉
鎖
前
を
基
本
と
す
べ
き
と
考
え
ま
す

が
、
閉
鎖
後
に
執
行
機
関
の
退
席
が
行
わ
れ
た
と
し

て
も
、
議
場
の
閉
鎖
が
解
か
れ
た
と
判
断
し
な
い
と

い
う
こ
と
を
あ
ら
か
じ
め
議
会
運
営
委
員
会
等
で
決

定
し
て
お
く
こ
と
が
適
当
と
考
え
ま
す
。

議
会
運
営
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関
係
書
類
の
保
存
）
の
規
定
を
準
用
す
る
。

Q2　

速
や
か
に
投
票
を
行
わ
な
い
議
員
へ
の
対

応
に
つ
い
て

　

議
員
の
任
期
満
了
に
伴
う
一
般
選
挙
後
の

最
初
の
議
会
が
、
臨
時
会
で
招
集
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
。
事
前
の
議
員
と
の
協
議
で
、

当
該
臨
時
会
の
会
期
を
１
日
と
す
る
こ
と
な

ど
が
決
ま
っ
た
。

　

そ
の
臨
時
会
で
行
わ
れ
る
正
副
議
長
の
選

挙
に
お
い
て
、
一
部
の
議
員
が
議
長
に
当
選

す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
て
い
る
議
員
の
議
長

当
選
を
阻
止
す
る
た
め
、
意
図
的
に
投
票
を

遅
ら
せ
、
会
期
１
日
の
臨
時
会
の
会
期
中
に

議
長
選
挙
が
終
わ
ら
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と

を
考
え
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
議
員
の
行
動
に
よ
る
会
期
中

の
議
長
選
挙
の
不
成
立
を
回
避
す
る
た
め
、

ど
の
よ
う
な
対
応
を
と
る
こ
と
が
適
当
か
。

A2　

任
期
満
了
に
伴
う
一
般
選
挙
後
の
最
初
の
議
会

で
は
、
議
会
運
営
委
員
会
の
委
員
が
選
任
さ
れ
て
い

な
い
た
め
、
本
会
議
の
運
営
は
、
議
会
運
営
委
員
会

で
協
議
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
全
議
員
に
よ
る
協
議

な
ど
で
決
定
さ
れ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
こ
の

た
め
、
本
会
議
の
運
営
に
つ
い
て
、
議
会
内
の
周
知

が
十
分
で
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

一
部
の
議
員
が
考
え
て
い
る
、
い
わ
ゆ
る
「
牛
歩

戦
術
」
へ
の
対
応
で
す
が
、
投
票
に
入
る
直
前
に
、

臨
時
議
長
が
投
票
時
間
を
〇
分
と
す
る
旨
の
発
議
を

行
い
、
こ
れ
を
議
決
す
る
方
法
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

臨
時
議
長
が
発
議
す
る
〇
分
で
す
が
、
全
議
員
が
投

票
す
る
た
め
に
要
す
る
一
般
的
な
時
間
を
提
案
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
具
体
的
な
時
間
に
つ
い
て
は
、

各
議
会
の
議
員
定
数
や
議
場
の
規
模
な
ど
に
よ
り
当

該
時
間
が
異
な
る
た
め
、
〇
分
と
い
う
記
載
に
し
て

い
ま
す
。

な
お
、
投
票
の
途
中
で
投
票
時
間
の
制
限
を
行
う

こ
と
の
適
否
に
つ
い
て
は
、
そ
の
よ
う
な
運
営
は
可

能
と
考
え
ま
す
が
、
こ
の
場
合
、
投
票
の
途
中
で
投

票
時
間
の
制
限
を
諮
る
運
営
は
、
①
投
票
の
た
め
に

議
席
を
離
れ
て
い
る
議
員
が
い
る
可
能
性
が
あ
る
こ

と
、
②
選
挙
に
関
係
す
る
議
事
と
言
え
ど
も
、
選
挙

の
最
中
に
別
の
議
事
を
入
れ
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
問
題
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。
こ
の
点
に
つ
い

て
、
議
決
で
は
な
く
、
議
長
（
Q2
の
場
合
は
、
臨
時

議
長
）
の
宣
告
で
も
可
能
と
す
る
見
解
も
あ
り
ま
す

が
、
投
票
の
開
始
前
は
諮
る
運
営
を
採
用
し
て
お
き

な
が
ら
、
投
票
の
途
中
で
は
議
長
の
宣
告
で
可
能
と

す
る
の
は
一
貫
性
が
な
い
こ
と
か
ら
も
適
当
な
運
営

と
は
言
え
ま
せ
ん
。

参
考　

地
方
自
治
法

第
１
２
１
条　

普
通
地
方
公
共
団
体
の
長
、
教
育

委
員
会
の
教
育
長
、
選
挙
管
理
委
員
会
の
委
員

長
、
人
事
委
員
会
の
委
員
長
又
は
公
平
委
員
会

の
委
員
長
、
公
安
委
員
会
の
委
員
長
、
労
働
委

員
会
の
委
員
、
農
業
委
員
会
の
会
長
及
び
監
査

委
員
そ
の
他
法
律
に
基
づ
く
委
員
会
の
代
表
者

又
は
委
員
並
び
に
そ
の
委
任
又
は
嘱
託
を
受
け

た
者
は
、
議
会
の
審
議
に
必
要
な
説
明
の
た
め

議
長
か
ら
出
席
を
求
め
ら
れ
た
と
き
は
、
議
場

に
出
席
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
出

席
す
べ
き
日
時
に
議
場
に
出
席
で
き
な
い
こ
と

に
つ
い
て
正
当
な
理
由
が
あ
る
場
合
に
お
い

て
、
そ
の
旨
を
議
長
に
届
け
出
た
と
き
は
、
こ

の
限
り
で
な
い
。

参
考　

標
準
市
議
会
会
議
規
則

第
27
条　

投
票
に
よ
る
選
挙
を
行
な
う
と
き
は
、

議
長
は
、
第
25
条
（
選
挙
の
宣
告
）
の
規
定
に

よ
る
宣
告
の
後
、
議
場
の
出
入
口
を
閉
鎖
し
、

出
席
議
員
数
を
報
告
す
る
。

第
74
条　

記
名
投
票
又
は
無
記
名
投
票
を
行
な
う

場
合
に
は
、
第
27
条
（
議
場
の
出
入
口
閉
鎖
）、

第
28
条
（
投
票
用
紙
の
配
布
及
び
投
票
箱
の
点

検
）、第
29
条
（
投
票
）、第
30
条
（
投
票
の
終
了
）、

第
31
条
（
開
票
及
び
投
票
の
効
力
）、第
32
条
（
選

挙
結
果
の
報
告
）
第
１
項
及
び
第
33
条
（
選
挙
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Q3　

本
会
議
散
会
後
の
本
会
議
の
開
催
に
つ
い

て
　

執
行
機
関
か
ら
、
補
正
予
算
（
案
）
の
提

出
に
関
す
る
相
談
が
議
会
事
務
局
に
寄
せ
ら

れ
た
。

　

そ
の
内
容
は
、
明
後
日
に
衆
議
院
の
解
散

が
行
わ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
最
近
の

報
道
を
受
け
て
、
衆
議
院
の
選
挙
に
関
す
る

予
算
措
置
等
を
速
や
か
に
行
い
た
い
と
い
う

も
の
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
報
道
の
と
お

り
、
明
後
日
の
午
後
に
衆
議
院
が
解
散
さ
れ

た
場
合
、
直
ち
に
議
会
に
補
正
予
算
（
案
）

を
提
出
す
る
た
め
、
直
ち
に
本
会
議
を
開
い

て
当
該
補
正
予
算
（
案
）
を
可
決
し
て
ほ
し

い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
相
談
を
受
け
て
、
事
務
局
内

で
検
討
し
た
が
、
当
日
（
明
後
日
）
の
本
会

議
は
、午
前
中
で
散
会
に
な
る
予
定
で
あ
り
、

午
後
に
衆
議
院
が
解
散
さ
れ
た
場
合
、
午
後

に
改
め
て
本
会
議
を
開
く
こ
と
に
な
る
こ
と

が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　

一
度
本
会
議
を
閉
じ
た
（
散
会
し
た
）
後

に
、
都
合
に
よ
り
同
日
中
に
本
会
議
を
再
度

開
く
こ
と
が
可
能
な
の
か
。

A3　

結
論
か
ら
言
い
ま
す
と
、
議
長
の
職
権
で
本
会

議
を
開
く
こ
と
は
不
可
能
と
考
え
ま
す
。

散
会
と
は
、
そ
の
日
の
議
事
日
程
に
記
載
さ
れ
た

事
件
の
全
て
を
議
了
し
て
、
そ
の
日
の
会
議
を
閉
じ

る
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。
つ
ま
り
、
そ
の
日
の
会
議

を
閉
じ
た
以
上
、同
日
に
再
度
会
議
を
開
く
こ
と
は
、

原
則
と
し
て
不
可
能
と
解
し
ま
す
。そ
う
で
な
い
と
、

会
議
の
開
閉
の
権
限
を
有
す
る
議
長
が
恣
意
的
に
こ

の
権
限
を
濫
用
し
、
一
度
本
会
議
を
閉
じ
た
（
散
会

し
た
）
後
に
、
一
部
の
議
員
の
み
で
本
会
議
を
再
度

開
き
、
議
案
等
の
議
決
を
す
る
と
い
う
運
営
が
可
能

と
な
る
か
ら
で
す
。

し
か
し
、
Q3
の
よ
う
に
、
散
会
後
に
予
期
せ
ぬ
出

来
事
に
よ
り
、
緊
急
に
会
議
を
開
く
必
要
が
生
じ
る

こ
と
は
、
可
能
性
の
高
い
低
い
の
問
題
は
あ
り
ま
す

が
、
有
り
得
る
と
考
え
ま
す
。
そ
こ
で
、
例
外
的
に

一
度
閉
じ
た
会
議
を
同
日
中
に
開
く
こ
と
が
可
能
な

手
段
と
し
て
、
開
議
請
求
を
用
い
る
こ
と
が
認
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

開
議
請
求
と
は
、
議
長
の
そ
の
日
の
会
議
（
本
会

議
）を
開
く
こ
と
を
請
求
す
る
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。

開
議
請
求
は
、
そ
の
日
の
会
議
（
本
会
議
）
を
開
く

こ
と
を
請
求
す
る
手
続
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
翌
日
以

降
の
会
議
（
本
会
議
）
を
開
く
こ
と
を
請
求
す
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
開
議
請
求
は
、
議
員
定

数
の
半
数
以
上
の
者
か
ら
の
請
求
で
あ
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
請
求
す
る
議
員
に
議
長
を
議

員
と
し
て
含
め
る
こ
と
は
可
能
で
す
。
さ
ら
に
、
開

議
請
求
は
、
各
議
会
の
会
議
規
則
で
定
め
て
い
る
会

参
考　

行
政
実
例
（
昭
和
28
年
９
月
30
日
）

問　

議
会
で
行
う
選
挙
に
お
い
て
投
票
開
始
後
そ

の
会
議
に
諮
り
採
決
を
も
っ
て
容
易
に
投
票
し

な
い
議
員
に
対
し
、
一
定
時
間
を
制
限
し
投
票

を
促
す
方
途
を
議
長
が
講
じ
た
こ
と
は
適
法
で

あ
る
か
。

答　

議
事
進
行
の
必
要
上
、
設
問
の
議
員
が
投
票

す
る
に
要
す
る
と
一
般
に
考
え
ら
れ
る
時
間
的

余
裕
を
お
い
て
、
そ
の
投
票
を
促
す
こ
と
は
あ

え
て
違
法
で
は
な
い
。

参
考　

平
成
10
年
版　

参
議
院
委
員
会
先
例
集

３
３
０　

記
名
投
票
の
投
票
時
間
を
制
限
し
た
例

記
名
投
票
に
よ
り
採
決
す
る
場
合
に
、
必
要
が
あ

る
と
認
め
た
と
き
は
、
議
長
は
、
投
票
に
入
る
に
先

立
ち
、
又
は
投
票
執
行
中
に
投
票
時
間
を
制
限
す
る

こ
と
が
あ
る
。
そ
の
例
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

（
２
）
投
票
執
行
中
に
投
票
時
間
を
制
限
し
た
例

第
24
回
国
会　

昭
和
31
年
５
月
29
日
の
会
議
に

お
い
て
、「
本
日
は
こ
れ
に
て
延
会
す
る
こ
と
の
動

議
」
の
表
決
を
記
名
投
票
に
よ
り
執
行
中
、
議
長
松

野
鶴
平
君
は
、「
た
だ
い
ま
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
投

票
に
つ
い
て
は
、
自
後
５
分
間
に
制
限
い
た
し
ま
す
。

す
み
や
か
に
御
投
票
を
願
い
ま
す
。
…
…
制
限
時
間

に
達
し
ま
し
た
。
投
票
箱
閉
鎖
。」
と
告
げ
た
。

そ
の
他
同
例
が
あ
る
。
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議
時
間
の
制
約
を
受
け
な
い
と
解
さ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
会
議
規
則
で
定
め
る
会
議
時
間
経
過
後
で
も

開
議
請
求
に
基
づ
く
会
議
（
本
会
議
）
を
開
く
こ
と

が
可
能
で
す
。
つ
ま
り
、
会
議
時
間
を
過
ぎ
て
も
開

議
請
求
を
す
る
こ
と
は
可
能
で
す
。
た
だ
し
、
散
会

後
で
は
な
く
、
閉
会
後
の
場
合
は
、
開
議
請
求
を
す

る
こ
と
は
不
可
能
で
す
。

な
お
、
開
議
請
求
に
基
づ
い
て
本
会
議
が
開
か
れ

た
場
合
、
そ
の
会
議
の
中
止
（
休
憩
）
や
散
会
は
、

議
長
の
宣
告
で
行
う
こ
と
が
で
き
ず
、
全
て
議
決
に

よ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

参
考　

地
方
自
治
法

第
１
１
４
条　

普
通
地
方
公
共
団
体
の
議
会
の
議

員
の
定
数
の
半
数
以
上
の
者
か
ら
請
求
が
あ
る

と
き
は
、
議
長
は
、
そ
の
日
の
会
議
を
開
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
議
長

が
な
お
会
議
を
開
か
な
い
と
き
は
、
第
１
０
６

条
第
１
項
又
は
第
２
項
の
例
に
よ
る
。

２　

前
項
の
規
定
に
よ
り
会
議
を
開
い
た
と
き
、

又
は
議
員
中
に
異
議
が
あ
る
と
き
は
、
議
長
は
、

会
議
の
議
決
に
よ
ら
な
い
限
り
、
そ
の
日
の
会

議
を
閉
じ
又
は
中
止
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

参
考　

行
政
実
例
（
昭
和
32
年
12
月
24
日
）

問
一　

会
議
規
則
で
定
め
た
会
議
時
間
経
過
後
に

お
い
て
も
、
議
員
定
数
の
半
分
以
上
の
者
か
ら

法
第
１
１
４
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
、
開
議

請
求
が
あ
っ
た
場
合
、
議
長
は
そ
の
日
の
会
議

を
開
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
が
ど
う
か
。

問
二　

会
議
時
間
経
過
後
に
お
け
る
右
の
請
求

は
、
議
長
に
対
し
直
接
す
る
こ
と
（
請
求
の
意

思
が
議
長
に
到
達
す
る
こ
と
）
を
要
し
、
こ
の

場
合
議
長
の
所
在
が
不
明
で
あ
っ
た
と
し
て
も

議
長
に
事
故
あ
る
と
き
に
該
当
し
な
い
と
思
う

が
ど
う
か
。

答
一　

お
見
込
み
の
通
り
。

答
二　

前
段
、
後
段
と
も
お
見
込
み
の
通
り
。

Q4　

閉
会
中
の
継
続
審
査
の
議
決
と
長
の
再
議

に
つ
い
て

　

今
定
例
会
に
提
出
さ
れ
た
条
例
の
一
部
改

正
（
案
）
に
つ
い
て
、
議
会
の
賛
否
が
拮
抗

し
て
い
る
。

　

こ
の
た
め
、
一
部
の
議
員
か
ら
閉
会
中
の

継
続
審
査
に
し
て
、
付
託
委
員
会
で
時
間
を

か
け
て
十
分
な
審
査
を
す
る
べ
き
と
い
う
主

張
が
あ
る
。
そ
の
一
方
で
、
市
長
が
一
刻
も

早
い
執
行
を
希
望
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今

定
例
会
の
会
期
中
に
議
決
す
る
こ
と
を
主
張

す
る
議
員
も
い
る
。

　

後
者
の
主
張
を
す
る
議
員
か
ら
、
継
続
審

査
に
す
る
こ
と
に
反
対
す
る
理
由
の
一
つ
と

し
て
、
議
会
が
継
続
審
査
に
し
た
場
合
、
長

が
議
決
内
容
に
不
満
を
抱
き
、
再
議
に
付
す

の
で
は
な
い
か
と
い
う
懸
念
を
挙
げ
て
い

る
。

　

継
続
審
査
の
議
決
を
議
会
が
行
っ
た
場

合
、
長
が
再
議
に
付
す
こ
と
が
あ
る
の
か
。

A4　

再
議
の
趣
旨
な
ど
を
考
慮
す
る
と
、
Q4
の
よ
う

な
こ
と
に
は
な
ら
な
い
と
考
え
ま
す
。

長
が
行
う
再
議
に
は
、
Q4
の
場
合
、
一
般
的
拒
否

権
と
し
て
の
再
議
（
以
下
「
一
般
的
拒
否
権
」
と
い
う
。）

と
特
別
拒
否
権
と
し
て
の
再
議
（
以
下
「
特
別
拒
否

権
」
と
い
う
。）
の
二
種
類
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
前
者

は
地
方
自
治
法
第
１
７
６
条
第
１
項
、
後
者
は
同
条

第
４
項
が
根
拠
と
な
り
ま
す
。
な
お
、
再
議
に
は
他

に
義
務
的
経
費
に
関
す
る
再
議（
同
法
第
１
７
７
条
）

が
あ
り
ま
す
が
、
当
該
再
議
は
予
算
に
関
す
る
再
議

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
Q4
の
事
例
に
は
該
当
し
な
い
と

考
え
ま
す
。

ま
ず
、
特
別
拒
否
権
に
つ
い
て
検
討
し
ま
す
。
特

別
拒
否
権
は
、
議
会
の
議
決
が
そ
の
権
限
を
超
え
又

は
法
令
若
し
く
は
会
議
規
則
に
違
反
す
る
と
認
め
る

と
き
に
用
い
ら
れ
る
再
議
で
す
。
で
は
、
議
会
の
継

続
審
査
の
議
決
の
違
法
性
に
つ
い
て
検
討
す
る
と
、

継
続
審
査
は
、会
期
不
継
続
の
原
則
の
例
外
と
し
て
、

地
方
自
治
法
に
認
め
ら
れ
た
手
続
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
継
続
審
査
の
議
決
自
体
が
そ
の
権
限
を
超
え
又
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は
法
令
若
し
く
は
会
議
規
則
に
違
反
す
る
と
は
考
え

ら
れ
ま
せ
ん
。
し
た
が
っ
て
、
特
別
拒
否
権
を
行
使

す
る
こ
と
は
な
い
と
考
え
ま
す
。

次
に
、
一
般
的
拒
否
権
に
つ
い
て
検
討
し
ま
す
。

一
般
的
拒
否
権
は
、
議
会
の
議
決
の
違
法
性
を
問
題

と
す
る
も
の
で
は
な
く
、
議
会
の
議
決
が
執
行
上
一

定
の
効
果
を
生
じ
る
た
め
、
長
が
執
行
権
者
の
立
場

に
お
い
て
そ
の
よ
う
な
効
果
を
生
ず
る
こ
と
に
執
行

上
、
承
服
し
難
い
故
を
も
っ
て
こ
れ
を
拒
否
す
る
性

質
の
も
の
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
継
続
審
査
の
議
決
に

よ
る
効
果
は
、
会
期
不
継
続
の
原
則
に
よ
る
廃
案
を

免
れ
る
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
長
の
執
行
上
の
効
果

を
生
じ
さ
せ
る
も
の
で
は
な
い
と
考
え
ま
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
継
続
審
査
の
議
決
に
対
す
る
一

般
的
拒
否
権
の
再
議
は
、
当
該
再
議
の
趣
旨
な
ど
か

ら
対
象
と
す
る
べ
き
で
は
な
い
と
考
え
ま
す
。ま
た
、

仮
に
長
が
継
続
審
査
の
議
決
を
不
満
と
し
、
速
や
か

な
条
例
施
行
を
望
む
な
ら
ば
、「
議
会
に
お
い
て
議

決
す
べ
き
事
件
を
議
決
し
な
い
」
と
判
断
し
、
専
決

処
分
を
選
択
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
こ
と
も
一
般

的
拒
否
権
の
対
象
と
す
べ
き
で
は
な
い
理
由
で
す
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
継
続
審
査
の
議
決
に
対
し
長

が
取
り
得
る
措
置
は
、
再
議
で
は
な
く
、
専
決
処
分

が
考
え
ら
れ
ま
す
。

な
お
、「
議
会
に
お
い
て
議
決
す
べ
き
事
件
を
議

決
し
な
い
」
こ
と
を
理
由
と
す
る
専
決
処
分
に
つ
い

て
は
、「
上
記
状
態
を
外
見
的
に
満
た
す
と
見
え
る

場
合
で
あ
っ
て
も
、
普
通
地
方
公
共
団
体
の
長
が
、

議
会
が
議
決
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
よ
う
な
状
況
を

こ
と
さ
ら
作
出
・
利
用
し
て
専
決
処
分
し
た
場
合
や
、

そ
の
案
件
の
経
過
や
内
容
等
客
観
的
な
事
情
に
照
ら

し
て
、
議
会
が
議
決
し
な
い
こ
と
が
社
会
通
念
上
相

当
な
も
の
と
し
て
是
認
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
の
に
、

あ
え
て
専
決
処
分
し
た
場
合
等
、
上
記
専
決
処
分
の

制
度
の
趣
旨
を
潜
脱
す
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
場

合
に
は
、
議
会
に
お
い
て
議
決
す
べ
き
事
件
を
議
決

し
な
い
と
き
に
該
当
せ
ず
、
当
該
専
決
処
分
は
違
法

と
な
る
も
の
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
。（
平
成

25
年
３
月
22
日　

千
葉
地
裁
）」
と
す
る
司
法
の
判

断
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
専
決
処
分
の
可
否
に
つ
い
て

慎
重
な
判
断
が
必
要
と
考
え
ま
す
。

参
考　

地
方
自
治
法

第
１
０
９
条　

第
１
項
か
ら
第
７
項
ま
で
省
略

８　

委
員
会
は
、
議
会
の
議
決
に
よ
り
付
議
さ
れ

た
特
定
の
事
件
に
つ
い
て
は
、
閉
会
中
も
、
な

お
、
こ
れ
を
審
査
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
１
１
９
条　

会
期
中
に
議
決
に
至
ら
な
か
っ
た

事
件
は
、
後
会
に
継
続
し
な
い
。

第
１
７
６
条　

普
通
地
方
公
共
団
体
の
議
会
の
議

決
に
つ
い
て
異
議
が
あ
る
と
き
は
、
当
該
普
通

地
方
公
共
団
体
の
長
は
、
こ
の
法
律
に
特
別
の

定
め
が
あ
る
も
の
を
除
く
ほ
か
、
そ
の
議
決
の

日
（
条
例
の
制
定
若
し
く
は
改
廃
又
は
予
算
に

関
す
る
議
決
に
つ
い
て
は
、
そ
の
送
付
を
受
け

た
日
）
か
ら
10
日
以
内
に
理
由
を
示
し
て
こ
れ

を
再
議
に
付
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２　

省
略

３　

省
略

４　

普
通
地
方
公
共
団
体
の
議
会
の
議
決
又
は
選

挙
が
そ
の
権
限
を
超
え
又
は
法
令
若
し
く
は
会

議
規
則
に
違
反
す
る
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該

普
通
地
方
公
共
団
体
の
長
は
、
理
由
を
示
し
て

こ
れ
を
再
議
に
付
し
又
は
再
選
挙
を
行
わ
せ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
１
７
９
条　

普
通
地
方
公
共
団
体
の
議
会
が
成

立
し
な
い
と
き
、
第
１
１
３
条
た
だ
し
書
の
場

合
に
お
い
て
な
お
会
議
を
開
く
こ
と
が
で
き
な

い
と
き
、
普
通
地
方
公
共
団
体
の
長
に
お
い
て

議
会
の
議
決
す
べ
き
事
件
に
つ
い
て
特
に
緊
急

を
要
す
る
た
め
議
会
を
招
集
す
る
時
間
的
余
裕

が
な
い
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
と
認
め
る
と

き
、
又
は
議
会
に
お
い
て
議
決
す
べ
き
事
件
を

議
決
し
な
い
と
き
は
、
当
該
普
通
地
方
公
共
団

体
の
長
は
、
そ
の
議
決
す
べ
き
事
件
を
処
分
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
第
１
６
２
条
の

規
定
に
よ
る
副
知
事
又
は
副
市
町
村
長
の
選
任

の
同
意
及
び
第
２
５
２
条
の
20
の
２
第
４
項
の

規
定
に
よ
る
第
２
５
２
条
の
19
第
１
項
に
規
定

す
る
指
定
都
市
の
総
合
区
長
の
選
任
の
同
意
に

つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。
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Q5　

係
数
整
理
と
議
案
の
訂
正
に
つ
い
て

　

委
員
会
に
付
託
さ
れ
、
委
員
会
で
原
案
可

決
さ
れ
た
事
件
に
つ
い
て
、
委
員
会
の
議
決

後
に
議
案
の
一
部
に
誤
り
が
判
明
し
た
。

　

本
来
な
ら
ば
、
事
件
の
訂
正
に
な
る
と
考

え
る
が
、
一
部
の
議
員
か
ら
委
員
会
の
議
決

後
に
誤
り
が
判
明
し
た
こ
と
か
ら
、
議
決
の

結
果
で
生
じ
た
変
更
と
解
し
、
委
員
長
の
係

数
整
理
で
対
応
す
る
べ
き
と
い
う
意
見
が
出

さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
事
案
に
お
い
て
、
係
数
整
理

に
基
づ
く
事
件
の
訂
正
が
可
能
か
。

A5　

結
論
か
ら
言
う
と
、
不
可
能
と
考
え
ま
す
。

係
数
整
理
は
、
議
決
の
結
果
、
原
案
に
変
更
が
生

じ
た
場
合
、
例
え
ば
、
補
正
予
算
第
１
号
と
第
２
号

が
同
一
会
期
に
提
出
さ
れ
、
本
来
な
ら
ば
第
１
号
、

第
２
号
の
順
序
で
議
決
す
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
何
ら

か
の
事
情
で
、議
決
順
序
が
第
２
号
、第
１
号
と
な
っ

た
と
き
、
第
２
号
は
第
１
号
が
原
案
可
決
さ
れ
た
こ

と
を
前
提
に
作
成
さ
れ
た
も
の
で
す
。
し
か
し
、
第

１
号
が
可
決
、
成
立
す
る
前
に
第
２
号
が
可
決
成
立

す
れ
ば
、
第
２
号
の
予
算
額
に
変
動
が
生
じ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
こ
れ
を
是
正
す
る
た
め
に
用
い
ら
れ

る
の
が
係
数
整
理
で
す
。
こ
の
よ
う
に
、
係
数
整
理

と
は
、
議
決
に
よ
っ
て
生
じ
た
変
更
を
原
因
と
す
る

も
の
で
す
。

こ
れ
に
対
し
Q5
は
、
議
決
に
起
因
す
る
内
容
の
変

更
で
は
な
く
、
当
初
か
ら
誤
り
が
あ
っ
た
部
分
が
委

員
会
の
議
決
に
よ
り
そ
の
内
容
が
確
定
し
た
も
の
と

解
し
ま
す
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
Q5
に
つ
い
て
は
、
係
数
整
理

で
対
応
す
る
べ
き
で
は
な
く
、
事
件
の
訂
正
で
対
応

す
る
べ
き
と
考
え
ま
す
。

な
お
、
当
該
事
件
は
既
に
議
会
の
議
題
と
な
っ
て

い
ま
す
の
で
、
訂
正
の
手
続
は
、
本
会
議
で
の
議
決

が
必
要
で
す
。

参
考　

標
準
市
議
会
会
議
規
則

第
19
条　

会
議
の
議
題
と
な
っ
た
事
件
を
撤
回

し
、
又
は
訂
正
し
よ
う
と
す
る
と
き
及
び
会
議

の
議
題
と
な
っ
た
動
議
を
撤
回
し
よ
う
と
す
る

と
き
は
、
議
会
の
承
認
を
要
す
る
。

第
43
条　

議
会
は
、
議
決
の
結
果
、
条
項
、
字
句
、

数
字
そ
の
他
の
整
理
を
必
要
と
す
る
と
き
は
、

こ
れ
を
議
長
に
委
任
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
１
０
９
条　

委
員
会
は
、
議
決
の
結
果
、
条
項
、

字
句
、
数
字
そ
の
他
の
整
理
を
必
要
と
す
る
と

き
は
、
こ
れ
を
委
員
長
に
委
任
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

議
会
運
営
の
実
際
（
自
治
日
報
社
）

逐
条
地
方
自
治
法
（
学
陽
書
房
）

議
会
運
営
実
務
提
要
（
ぎ
ょ
う
せ
い
）

地
方
自
治
関
係
実
例
判
例
集
（
ぎ
ょ
う
せ
い
）

地
方
自
治
関
係
実
例
集
（
ぎ
ょ
う
せ
い
）

地
方
議
会
運
営
事
典
（
ぎ
ょ
う
せ
い
）

参
考
文
献


